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大乗仏教起源に関する一考察
！ 大乗仏教起源説の問題
I 大乗仏教運動の成立年代
II 大乗仏教成立の社会的背景
N まとめ
I 大乗仏教起源説の問題
I. 大衆部からの起源
朴点淑（一黙）
大乗仏教がいつ成立したか，当時のインド社会で，どのように位置づけ
られたものであろうか．確実な記録がないので，正確には判定できないが，
一般的に大乗仏教は紀元l世紀前後に起こった新しい仏教運動であるとい
われる．
大乗仏教の起源に関する問題が，学問的に論じられるようになったのは，
明治以降になってからである江戸時代まで，一切経は釈尊一代の説法と
信じられていた．しかし， その時代にも富永仲基（1715～1746）のように
『出定後語』を著し，客観的な立場で f大乗非仏説Jを唱えた者もいた．
近代になると，西洋の原典を忠実に読み下してみていこうとする仏教研究
が紹介されるに及んで，大乗経典は仏陀の直説であるとする伝統説に揺ら
ぎが生じたその間にあって村上等精（1851～1929）が『仏教統一論』や
『大乗仏説論批判J・などを著して，大乗経典が仏陀の直説でないことを論
証したのである．
この大乗非仏説諭を批判し，大衆部起源説を唱えたのは前回慧雲
